
単機関研究用 

 

当院では、下記の臨床研究を実施しております。 

本研究に関するご質問等がありましたら、下記当院の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象となる方の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ます。また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、

患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合にはご連絡いただければ研究対象と

しません。 

 

記 

 

研究機関名 地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 

整理番号 25-511 

研究の名称 薬剤師によるバンコマイシン関連オーダーの代行入力の有用性の検討 

総研究期間 研究機関の長の許可日 ～ 2028 年 3 月 31 日 

試料・情報の利用を

開始する予定日 
2025 年 8 月 27 日 

研究の対象 
2020 年 9 月～2022 年 8 月までに当院でバンコマイシンによる治療を受けられ

た方 

研究の目的 

PBPM（プロトコールに基づく薬物治療管理）に従った代行入力の導入前後にお

ける適正な採血実施率を比較し、薬剤師によるバンコマイシン関連オーダーの

代行入力の有用性を検討する。また、タスクシフトによる業務負担の軽減にも

たらす影響について検討する。 

研究の方法 

薬剤師による代行入力導入の前後において、採血オーダーと点滴オーダーの指

示時間から抗菌薬 TDM（薬物血中濃度モニタリング） 臨床実践ガイドライン（以

下ガイドライン）に基づいた適正な採血実施率について検討する。また、看護

師の採血実施時間と投与開始時間、投与終了時間からガイドラインに基づいた

適正な採血実施率を比較する。 

また、代行入力導入の前後で、オーダー入力完了までにかかる時間を比較する

ことで業務時間の減少率を検討する。 

研究に用いる試料・

情報の種類 

試料：なし 

 

情報：電子カルテに記載のある診療記録、検査データ、病歴、治療歴、 

副作用等の発生状況、年齢 

 

個人情報の取扱い 

患者さんを直接特定できる氏名や住所等の個人情報は、利用する情報から削除

致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も患者

さんを特定できる個人情報は利用しません。 



 

お問い合わせ先 

＜当院の連絡先＞ 

地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 

所属：薬剤科  

研究責任者：竹中 美貴 

住所：大阪府堺市西区家原寺町 1 丁 1 番 1 号 

TEL：072-272-1199(代表) 

作成日：西暦 2025 年 8 月 13 日（ 3 版） 


